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3
月
定
例
会
の
日
程

次
回
の
定
例
会
は
、
次
の
日
程
で

行
う
予
定
で
す
。
3
月
定
例
会
は
、

新
年
度
予
算
を
決
め
る
大
切
な
議

会
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

2
月
23
日
　
本
会
議
第
1
日

市
長
の
議
案
提
案
理
由
説
明

2
月
25
日
　
正
午

請
願
書
・
陳
情
書
し
め
き
り

3
月
3
日
　
本
会
議
第
2
日

議
員
に
よ
る
質
問

3
月
4
日
　
本
会
議
第
3
日

議
員
に
よ
る
質
問

3
月
5
日
・
8
日
・
9
日

常
任
委
員
会

議
案
の
審
査

3
月
11
日
　
本
会
議
第
4
日

議
案
の
表
決

3
月
12
日
・
15
日
〜
18
日

予
算
特
別
委
員
会

新
年
度
予
算
案
の
審
査

3
月
26
日
　
本
会
議
第
4
日

新
年
度
予
算
案
の
表
決

本
会
議
及
び
常
任
委
員
会
は
、
市

役
所
本
庁
舎
2
階
の
議
場
・
議
会
会

議
室
で
行
い
ま
す
。
予
算
特
別
委
員

会
は
、
西
3
号
庁
舎（
旧
市
民
会
館
）

で
行
い
ま
す
。

声
の
議
会
だ
よ
り
を
発
行
し
て
い
ま
す

目
の
不
自
由
な
方
に
も
、
議
会
の

活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

「
声
の
議
会
だ
よ
り
」
を
用
意
し
て

い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
議

会
事
務
局
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す

お
わ
び

議
会
だ
よ
り
11
月
5
日
号
の
8
面
、

議
会
の
会
派
構
成
の
記
事
の
中
で
、

会
派
名
の
記
載
が
誤
っ
て
い
ま
し
た
。

お
わ
び
し
て
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

（
誤
）新
生
み
ら
い→

（
正
）新
政
み
ら
い

�まちづくり基本条例検討特別委員会�
　委員の構成が変わりました�
　三田市の憲法的な条例となる「まちづくり基本
条例」の制定に向けて議論を続けているまちづく
り基本条例検討特別委員会。昨年10月に檜田委員、
松岡委員が議長・副議長に就任したため、特別委
員会委員を辞任、坂本委員も辞任しました。�
　新たに、平野議員、美藤議員、福田議員が委員と
なり、平野議員が委員長に就任しました。�
�
�「三田市の憲法」制定に向け�
　がんばっています�
　まちづくり基本条例検討特別委員会では、1月
12日に大阪府岸和田市の自治基本条例を視察し
ました。岸和田市では、自治基本条例をつくる過
程そのものが市民が「自ら治める」地域社会づく
りだとの考えのもと、市民の皆さんが主体的に条
例づくりに取りくまれ、また市民の議論がまとまる
まで、じっくりと行政側が待つ姿勢をつらぬいてい
たのが印象的でした。�
　視察のほか、特別委員会では月に3～4回の特
別委員会を開催し、議論を重ねています。今後は
市民の皆さんとの対話を積極的に行っていきます。�

�三田を持続的に発展させるには？�
　議員研修会を開催�
　1月22日、郊外住宅地や都市デザインがご専門
の角野幸博先生（関西学院大学教授）をお迎えし、
議員研修会を開催しました。三田市の独自性を
追求した持続可能なまちをつくるために今なす
べきことを中心にお話をいただきました。議員か
ら活発に意見があり、充実した意見交換ができた
研修会となりました。�
�

�国旗・市旗を議場に掲揚しました�
　昨年3月定例会から、議員の間で協議を続けて
きた国旗・市旗の掲揚。議論がまとまり12月定例
会の初日（昨年11月30日）から始まりました。�

�新年度予算案をより詳しく議論！�
　予算特別委員会の日程を5日間に�
　例年、8人の委員が3日間の日程で予算を審査
していました。しかし、今年の3月定例会からは、
新年度予算案が議会の意思を反映したものにな
っているかどうか、より詳しく審査します。そのた
め、委員を議長を除く全議員（23人）に、日程を5
日間に延長します。日程は、下記の3月定例会の
日程をご覧ください。�
�

�議会改革プロジェクト�
　議員定数削減について事例調査�
　昨年11月、議員有志の研究会である議会改革
プロジェクトチームのメンバーが3班に分かれ、議
員定数を削減した高砂市議会、淡路市議会、伊丹
市議会を調査。調査先では削減の議論をリードし
た議員から削減の根拠となった考え方、議論の経
緯を聞き、12月10日の全体会で報告、情報を議員
間で共有しました。�
　なお、議会改革プロジェクトチームは、各会派
の代表者8名による会議に再編することが決定
しました。�

第304回（12月）定 例 会 議 案 審 議 結 果 一 覧 �

議決結果�創世会� 公明党�共産党�

会　派�件　名�

民主党�盟友会�無会派�新　政�
みらい�

議決結果�創世会� 公明党�共産党�民主党�盟友会�無会派�新　政�
みらい�

可決�
賛成20・反対3

不採択�
賛成3・反対20

承認� ○� ○� ○� ○� ○� ○� ○�

○� ○� ○� ○� ○� ○� ○�

○� ○� ○� ○� ○� ○� ○�

○� ○� ○� ○� ○� ○� ○�

○� ○� ○� ○� ○� ○� ○�

○� ○� ○� ○� ○� ○� ○�
△� △� △� △� △� △� △�

○� ○� ○� ×� ○� ○� ○�

×� ×� ×� ○� ×� ×� ×�

可決�

可決�

可決�

採択�

同意�

継続審査�

報
告�

予
算�

条
例�

そ
の
他�

平成21年度一般会計補正予算（第5号・第6号）／国民健康保険事業特別会計補正予算（第2号）／下水道事業特別会
計補正予算（第1号）／駐車場事業特別会計補正予算（第1号）／介護保険事業特別会計補正予算（第2号）／後期高
齢者医療事業特別会計補正予算（第1号）／市民病院事業会計補正予算（第4号）�

議員数は24名。議長は表決に加わらないため、表決に参加した議員数は23名です。　　（○・・・賛成　×・・・反対　△・・・継続審査に賛成）�

議　案�

請　願�

陳　情�

専決処分事項の報告及びこれの承認を求めることについて（平成21年度三田市一般会計補正予算（第4号）／自動車
事故に係る損害賠償の額の決定及び和解）�

最低保障年金制度の創設を求める請願書／後期高齢者医療制度についての請願書�

新庁舎に関する陳情書（企画総務）／交付金（依存部分の全て）に関する陳情書（企画総務）／市民病院に関する陳情書（企画総務）／取り調べの可視化など刑事訴訟法の改正を要請する意見提出を求
める陳情書（企画総務）／バス運行等に関する陳情書（企画総務）／現行保育制度の堅持・拡充と保育・学童保育・子育て支援予算の大幅増額を求める意見書提出を求める陳情書（生活文教）／障害者
自立支援法の廃止を求める国への意見書提出を求める陳情書（生活文教）／三田市私立幼稚園振興に関する緊急要望書（生活文教）／発達障がいに対する理解と対応についての陳情書（生活文教）�

（　）は審査した委員会。陳情は委員会審査 のみ行っており、採択・不採択などの結果は出していません�

取り調べの可視化など刑事訴訟法の改正を要請する意見提出を求める請願書�
子ども発達支援センターかるがも園の看護師配置に関する請願書�

阪神広域行政圏協議会規約を廃止する規約に関する協議／（仮称）新環境センター建設工事請負変更契約の締結／指定管理者の指定（聖苑
／野外活動センター／有馬富士自然学習センター／自転車等駐車場／新三田駅前駐車場／藍本駅前駐車場）／土地改良事業計画の概要�

高平ふるさと交流センター条例等の一部を改正する条例／ふれあいと創造の里条例の一部を改正する条例／介護保険条例及び後期高
齢者医療に関する条例の一部を改正する条例／休日応急診療センター条例／市営住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正する
条例／特別職に属する常勤の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例／市議会議員報酬等に関する条例の一部を改正する条例�

一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例�

教育委員会委員（虫明清子氏）の任命／監査委員（永徳克己氏）の選任�

目
の
不
自
由
な
方
に�

お
知
ら
せ
下
さ
い
��


